

































叔父、信古の叔父）がなったことが伝えられている。前藩主の百日法要を三河半原の洞雲寺でも行ったことも江戸へ伝えられている。なお前藩主の三十五日法要が済んだので、休日が与えられるのであるが、年末 忙しい時期であるという理由で これを「代渡」＝金銭で貰うと、陣屋は返答している。その他、安部家が大坂加番を命じられにより臨時収入があったためであろう、陣屋役人らへも割増金が下されたようで、 「時節柄」ありがたいと御礼を述べている。さらに陣屋役人へは御褒美金三百疋（銭三貫文、金三分）が下されている。　
これからすると、藩財政は一応健全なのかと思われるが、そうでもなさそうで、借財が嵩み、財政が差し支え、必
至難渋であるので、この年春に財政改革に取り組むことになったという。そ 調査をするために 陣屋役人山本甚兵衛へ江戸に登るよう命じている。なお、陣屋の財政についての調査をするよう命じているのであ が これついて事細かな指示をしてい 。また江戸出府 際し、土産物の持参を固く禁じても る　
最後に、藩・陣屋と三河領内支配村・村人との関係では、賀茂村の村人が火事によって拝借金をしたのであるが、
その元金返納を延期したいとい 願が許可され、村 が陣屋に御礼に来 いる。また 新藩主 家督相続 無事行われたことに対して村の重立った人々が陣屋へお祝い 来ている。下宇利村喜兵衛に盗賊が忍び入ったので、紛失届が出さ ているが、当事者は取り調べを願っていな 。そのほか賀茂村出大坂御奉公人近藤才治の退職願や老齢によ中宇利村の村役人交替願も出され、前者は認められ　
本史料は、新本大樹・今溝綾乃・小林万里子・佐々木梨奈 服部祐里香・藤井悠美・藤田裕夢・藤本若菜・細田明













































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　 　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
 〻
一
 、 御雜用金御不足
ニ付、正月中浅見与兵衛ゟ金五拾両御借入
ニ取計申候。此段御承知可被下候。右同人渡證文取調、
本紙写共致進達候。御落手御調印之上、御年寄衆御證印 取被遣可被下候。
一
 、 義徳院様
　
御百ヶ日御取越、正月十八日於洞雲寺、御先格之通御法事執行御座候
ニ付、御先例
ニ付、御茶湯料金
三百疋相
備（供）
之、為拝礼拙
者
共
罷越、無滞相済申候。右御茶湯料御勘定組伺書本紙写共弐冊、今便致進達候。御落手宜
しく御取計、御證印済被遣可被下候。
一
 、 中宇利村庄屋清吉追々老衰
ニ付、庄屋役
　
御免被成下度旨願書差出し申候
ニ付、承糾し候処、申立候通無據相聞へ
申候間、願候通被仰付候
而、同人忰庄屋見習相勤
居
候
清四郎へ本役被仰付可然奉存候。此段相伺申候。
三河国八名郡岡部藩半原陣屋御用状留（十）
［
　
］
九九
11
一
 、 右同村之儀、一体庄屋三人之村方
ニ御座候所、是
迄
本役両
人
ニ見習壱人
ニ而
相勤来り候所、右之通り清吉退役、忰操上ヶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
外
ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 同村百姓孫平
与申もの
　
 本役被
　
仰付候義、尚又庄屋見習壱人被仰付候様致し度、右
者御金用勤惣八忰竹三郎、至極実体成もの
ニ御座候趣相
　 　　　　　　　　　　
 〻
 〻
　　　　
〻
　　　　
〻
 〻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 〻
 〻
 〻
 〻
 〻
 〻
 〻
 〻
 〻
 〻
　
聞へ候間 此ものへ被仰付可然奉存候。如何取計可申哉、相伺申候。
一
 、 先便得貴意候鵜飼嶌新平ゟ御借戻し金書替證文引替済
ニ付、古證文壱通為御消印今便差立申候。御落手宜敷御取
計可被下候。
右之段為可得貴意、如此御座候。以上。　　
夘二月三日
　　　
右三人
　　
石川清兵衛殿
　　
入キ

壱通
一、御雑用金御借入金證文本紙写
　

　　　
 〻
壱冊
一、御茶湯料御勘定組伺書本紙写共

弐冊
一、鵜飼嶌村新平古證文御消印物

壱通
　　　
註
（１）石井良助・服部弘司編『幕末御触書集成
　
第五巻』 （岩波書店、一九九四年） 、史料番号四七六七・四七六八。
（２） 『同
　
第四巻』 （岩波書店、一九九四年） 、史料番号四一一六。
（３） 『同
　
第二巻』 （岩波書店、一九九四年） 、史料番号一一〇〇。
